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＜本部便り＞信濃鼓動 “役員会便り②” 

次期本部定期総会 来年６月１８日(土)松本市「あがたの森 講堂」で開催 

初回の“信濃鼓動”は読んで頂いたでしょうか。ご遠慮なく

ご意見をお寄せください。今後是非とも会員の皆様が楽しめる

愉快な同窓会を目指し、役員一同頑張りたいと思います。     

新体制発足後約 1 年が経過し、役員会の開催地の支部間持

ち回りにより本部と支部間の距離が縮まり、更には支部間同士

の交流を密にすることも出来つつあります。今回は第 1 回の

松本、第 2 回の東京に続き、平成２７年９月２０日（日）に

尾張名古屋の小牧で第３回役員会が開催されました。出席者9

名（全11名）でほぼ全員の役員のもと闊達な議論を行い、 

主な内容は次のように決まりました。 

【1】 本部総会の開催時期は6月（隔年）とし、場所は従来どおり

次の開催日は2016年 6月 18日（土）です。 

【2】本部イベントは前回も話題に挙がりましたが、結論として５０

第3回本部総会開催年を目処にし、規模と内容は今後詰める事

【3】世代別委員(※)による”交流会”を実施します。第1弾として、

12 月 13 日（日）（甲信越支部総会日 於松本市安原地区公民

交流会を来年２０１６年6月18日（土）（本部総会日）に併

(※)世代別委員会とは？：現在同窓会員は700名余となり、今後同窓

ため、先ずは単位としてまとまりやすい学年を選び、その推進を図る

【4】本部総会開催月（11月から6月に）変更に伴う同窓会費徴収

  同窓会の会費徴収時期及び関連の連絡事項が従来の10月から3

します。尚、後日詳細は総務委員会から連絡あります。 

【5】平成26年度度会計報告と監査報告 

【６】現役生への支援の件 

 新体制後の本年、現役の方々から他大学とのジョイント・コンサ-ト

た。今後同窓会として”現役の方々への支援のあり方等”につき、現

事とします。尚、今回の役員会で、現役とのコンタクト担当を総務委

せて後日連絡します。 

 以上が主な検討・決定事項です。最後になりますが、来年6月に本

されます。今回もミニ・コンサ-トには現役の参加をお願いし、支部共

く支部活動に参加出来ない会員の皆様方におかれましても、２年に１

く宜しくお願いいたします。（同窓会副会長 斉藤学） 
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小牧勤労センターでの本部役員会 

“松本市 あがたの森”とします。 

周年記念祭相当のものは 2018 年の

とします。 

甲信越地区在住委員の交流会を本年

館）に実施し、第 2 弾として、全体

催を予定します。 

会活動へのより実質的な参加を促す

委員会を新組織に設置しました。 

時期変更の件 

月に変わりますので、宜しくお願い

や楽器修理代等援助要請がありまし

役幹部の方々と会話する機会を持つ

員会に置くこととしましたので、併

部総会が松本”あがたの森”で開催

演で実施する予定です。常日頃忙し

度の本部総会に是非参加して頂きた



 

＜西日本支部便り＞ 敬老会の集いでマンドリン合奏披露しました。 

 平成 27年 9月 20日(日)、本部役員会と西日本支部ミニコンサ

ートをゆとりの創造都市である小牧市勤労センターで行いました。 

シルバーウイーク初日で混雑するなかを東日本から羽田会長、斉

藤さん、小川夫妻、水上さん、長野方面から鶴見さん、三ッ山さん、

日野さん、金井さんが足を運んで下さいました事に感謝いたします。 

 

 
合宿会場の小牧勤労センター 

役員会を開催している間、西日本支部の演奏メンバーは、ミニ

コンサートの練習に精を出しました。ロシア民謡・映画音楽を主

体とした曲の構成でしたが編曲が複雑で、とにかく難しいといっ

た印象です。いつもの西日本のメンバーに加え、遠くから小川夫

妻、日野、水上、金井さん達の応援で充実感のあるミニコンサー

トになりました。 

西日本支部のミニコンサート 今まで名古屋と神戸で月1度の練習だったのが、最近は京都 

まで手を広げ、灘の酒に代わっておいしい伏見の酒で懇親会を盛り上げ、各地の美酒を楽しんでいます。 

 

来年計画しているジョイントコンサートの共演者であるプロ歌

手の山田麻子さんが会場に来られて、その喉に聞きほれてしまい

ました。選曲が難しくな

りますが、大原さんお願

いします。 

酒も少し入ったせいか

学生時代とちっとも変ら 

なく、別室で大いに盛り

上がり、解散したのが次の日でした。 

シャンソンの熱唱 

前列右が山田麻子さん 

 翌朝は歳のせいか目覚めは早く、「光城学区連絡会主催の敬老会

の集い」に出演のため、場所を小牧から名古屋に移し、そこで朝

からの練習でした。でも歳には勝てず、練習が始まるころには体

力的にも限界気味の状態で、休憩の時間が待ち遠い人もちらほら。

ステージの公演は昼からで、持ち時間の都合上前日発表した曲目

から3曲を選び 

アンコール曲なしで 

敬老会の集いで合奏本番 臨みました。演奏本番が 

終わり練習場に戻ると、 

所属グループである「安弾手（アンダンテ）」の打ち合わせを切り

上げて来られた日比野さんの指揮のもとでの簡単な練習を行いま

した。とっくの昔に還暦の終わった我々にとっては過酷な2日間

でした。（2015/9/24西日本支部広報委員 谷口博光） 

疲れ気味な本番後の練習風景  
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＜甲信越支部便り＞ 

１．甲信越支部総会の開催日と会場が決まりました。 

開催日：平成27年 12月 13日(日)、会場：松本市 安原地区公民館 

２．文理学部同窓会にて演奏しました。 

 平成 27 年 6 月 25 日（木）、松本市ホテル・モンテーニュにおいて信州大学

文理学部同窓会の総会があり、総会のアトラクションとして、信州大学マンドリ

ンクラブ同窓会甲信越支部の有志で演奏会を行いました。信州大学文理学部の同

窓生であり、マンドリンクラブ同窓会の前会長の庄村さんから「文理学部同窓会 

マンドリン合奏 のアトラクションとして是非演奏して欲しい。」という 

要請を受け、甲信越支部としてお引き受けしました。依頼が来てから出演者を募

集し、練習期間も約 2 ヶ月と短く、出演者全員揃っての練習回数も少ないこと

から、今までに弾いた曲を中心に行いました。最後の 2 曲「信州大学学生歌、

春寂寥」では大合唱となり、とても楽しい演奏会となりました。 

 曲目は、テ・キエロ・ディヒステ、微風（武井守成）、 
練習風景 

みかんの花咲く丘、童謡”春夏秋冬”（編曲：市ノ瀬 茂）、 

信州大学学生歌、春寂寥、演奏者は、進行（曲の紹介を含めて）：庄村靖弘（S41

卒文理）、指揮者：庄村靖弘、市ノ瀬茂（S53 卒工）、1st M：藤松美喜子（S45

卒繊）、大橋弘幸（S43卒工）、2nd M：林典子（S45卒教）、鶴見健二（S44卒 

農）、Dola：林次信（S45 卒工）、Guitar：市ノ瀬茂、細野ひろみ（S50 卒教）、

金井正広（S50卒工）、日野博明（S47卒繊）（2015/7/7甲信越支部長 日野博明） 

日野支部長挨拶 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

＜東日本支部便り＞ 日伊親善マンドリンフェスティバルへ参加 

S47年卒の小川英治様・節子様ご夫妻は2015年 4月 9日～

15 日に日伊親善マンドリンフェスティバルへ参加され下記報告

を寄稿されました。 

フェスティバルへは静岡県と関西の各マンドリングループから

の参加者で構成された「富士山マンドリンオーケストラ」の一員

として家内と二人で参加してきました。構成は1st Mandolin 4

名,2nd 6 名,3rd 5 名,Mandola 3 名,Cello 1 名,Guiter 2

名,Coductor 1 名の 22名です。 

 富士山マンドリンオーケストラの演奏 

フェスティバルは現地時間 11 日の午後 6 時からローマ Villa 

Torlonia 内劇場で約250名満席の下で行われ、我々の演奏曲目

はパンフレットにある7曲で、イタリアのグループ「Orchestra 

Mandolinistica Romana」からは5曲が演奏されました。また

合同演奏は藤掛さんの「詩的Ⅱ章1」と「カバレリア ルスチカー

ナ」の2曲を演奏し、満員の会場から大喝采を受けました。 

イタリアグループの演奏 
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写真は、富士山マンドリンオーケスト

ラ、イタリアグループ、演奏会場、パン

フレットです。 演奏会終了後は観光で

ローマ古代遺跡、ポンペイ遺跡等を巡り、

ナポリではカラーチェの工房を訪れマン

ドリンの制作過程の説明を受け貴重な体

験をしました。過去2年毎にロシア、ク

ロアチア、北イタリアそして今回の 

演奏会場 南イタリアでのフェスティバルに参加    

し親交を深めてきました。2年後に再度企画されるか否かは分かりませんが 

コンサートパンフレット心身ともに健康であれば参加しようと思っています。 

(2015/4/17世代別委員長 小川英治) 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

現役本部長の大山智文さんからの便り 

〈新入クラブ員〉今年クラブに入会した会員数は一年生12人、二年生1人、三年生1人の計14人です。 

〈今年の定期演奏会〉 例年と異なり松本での演奏会を先にやります。 

  △松本定演 11月 15日(日)キッセイ文化ホール中ホール 開場１７時、開演１７時３０分 

  △長野定演 11月 21日(土)ホクト文化ホール中ホール 開場１７時３０分、開演１８時 

〈演奏内容〉 第１部  R.S. Vol.6『月の記憶』より第三楽章  

     トッカータ～古代舞曲～         坂野 嘉彦 

第 2部  風が吹いている             水野 良樹 

     残酷な天使のテーゼ           佐藤 秀敏 

第 3部   叙情組曲                長谷川武宏 

   星の航路 -Phantasmal Overture vol.5-  柴崎 利文 

〈クラブでかかえている問題〉共有楽器の老朽化、松本で使用されているコントラバスなどはボディにひ

びが入っているため早急に修理、もしくは買い替えが必要になっています。（専門家といえるほど精通はし

ていないため杞憂なのかもしれませんが）（信州大学マンドリンクラブ本部長 大山 智文） 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

現役クラブに「楽器購入助成金」を贈呈 

3月 28日、羽田会長はじめ三ツ山財政担当、貴舩さん、石山さんと私で、松本市「あがたの森」で「春

合宿」をしているところに訪問、現役に「楽器購入助成」として寄付金（10 万円）と CD を授与しまし

た。30名余の現役練習の前でしたので、短く20分位でしたが最後には皆さん起立し御礼の挨拶を頂き授

与の写真も撮りました。（同窓会副会長 斉藤 学） 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

広報委員会よりニュースの発行について 

信州大学マンドリンクラブ同窓会ニュース担当を広報委員会が中心になり編集することになりました。 

送信の方法もメール送信ではなく、「同窓会ホームページ」に掲示することにしました。 

【ホームページの開示方法】 

① 同窓会ホームページは下記アドレス（URL）をクリックして開いてください。 
      http://www.sumc-obog.org/ 

② 面が出ましたら、画面下の左「会員ぺージへ」をクリック下さい。そうしますと、ユーザー名、パスワ
ードの画面が出ます。その空欄にそれぞれ sumcの文字を記入下さい。 

③ 「会員メニューへようこそ」という画面が出ますので、画面左「同窓会ニュース」をクリックして下さ
い。（広報委員長 水上 明）                             以上 
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